
令和４年 小樽市の人口動態の概要 
 

１ 令和４年１２月末人口  １０８，５２５人（前年比１，８８５人減） 

  （令和４年３月末人口  １０９，７１２人 ※人口１１万人を割る 

２ 自然増減の状況  ▲１，６６２人（前年比１０４人増） 

・出生数   ３８５人（前年比 ３２人減） ※初の  ４００人割れ／昭和４２年 ３，２６８人 

・死亡数 ２，０４７人（前年比 ７２人増） ※初の２，０００人超え 

３ 社会増減の状況  ▲２３５人（２２９人減） 

・転出数 ３，４７３人（前年比 １４４人増） 

・転入数 ３，２３８人（前年比 ３５４人増）※うち外国人９２人増／関東圏以外の道外９５人増 

４ 年齢区分ごとの転入出の状況 

  ・年少人口   ０－４歳、５－９歳、１０－１４歳のすべての区分で社会増となっている。 

  ・生産年齢人口 １５－１９歳、２０－２４歳、２５―２９歳の区分は社会減 

          ３０－３４歳、３５－３９歳、４０－４４歳、４５―４９歳、５０－５４歳、５５－５９歳、６０－６４歳の区分は社会増 

          ※１５－２９歳の階層は社会減、３０－６４歳の区分は社会増となっている。 

  ・老年人口   ６５－６９歳、７０－７４歳、７５―７９歳、８０－８４歳、８５－８９歳、９０―歳のすべての区分で社会減となっている。 

５ 地域区分ごとの転入出の状況 

  ・札幌市  ▲５１３人（前年比  ７６人増）※平成３０年以来４年ぶりに社会減が拡大 

  ・外国人   ＋９２人（前年比 １０９人増） 

転入数  ２０９人（前年比 １５７人増）※うち、外国人技能実習による転入９６人 

転出数  １１７人（前年比  ４８人増） 

６ 町別人口の推移 

  ・人口増  新光町：７７人増／星野町：４３人増／張碓町：３４人増 

  ・人口減  桜１～５丁目：２６２人減／長橋１～５丁目：１４９人減／奥沢１～５丁目：１１６人減／緑１～５丁目：１０１人減 
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